
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 
発表演題名 「ストレス感がある」人の「笑い」の実態について 
発表学会名 第 69回日本公衆衛生学会 
発表者名 健康長寿推進室 市川宏枝 

開催場所 東京国際ファーラム（東京都） 

発表日時 平成 22 年 10 月 29 日（金） 

発表内容 福井県では、平成 19 年度から「笑いと健康」推進事業に取り組んで
おり、その一環として、県民のストレスと笑いについて実態調査を実

施した。 
平成 21年 5月から 11月に開催された健康福祉センターや精神保健
福祉センターの研修会の参加者を対象に、質問紙による記述式のアン

ケート調査を実施した。2,018 名からの回答のうち、性別とストレス
判定可能な 1,843名(男性 620名、女性 1,223名)分を有効回答として
解析した。 
アンケートでストレス感があると回答した人は全体の 67.6%で、「大

笑い」や「笑顔」の頻度はストレス感がない人と比較して少なかった。

しかし一方で、積極的に「笑い」を日常生活に取り入れようとした割

合が高かった。また、同じストレス感があってもストレスチェック(福
井県版 SDS評価票)により過剰ストレスありと判定された人を Aグル
ープ(79.1%)、なし 
と判定された人を B グループ(20.9%)として比較すると、A グルー
プは普段笑うときの表情が、「普通」または「笑えない」人の割合が高

かったのに対し、B グループは「にこにこ」顔になる人の割合が高か
った。これは、B グループの方が、笑いを取り入れることへの意識が
高く、過剰なストレスもないため「にこにこ」顔になりやすいのでは

ないかと考えられる。さらに、ストレス解消は笑顔を伴う傾向がある

と示唆され、特に Aグループと比較して Bグループでは、ストレス解
消をしている割合が高く、解消方法や笑顔の要因も多くかつその種類

が一致している割合が高かった。特に「家族団欒」「体を動かす」こと

が Bグループの方で有意に一致している割合が高く、ストレス解消に
より「笑い」がもたらされ、ストレス感はあるものの、過剰なストレ

スにならないようコントロールできているのではないかと考えられ

る。 
 




